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本
年
１
月
17
日
か
ら
正
式
に
稼
働
を
始

め
た
、
わ
が
国
初
の
開
放
型
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｒ

（
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
Ｍ
Ｒ
）
は
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
Ｍ
Ｒ
画
像
下
で
検
査
や
手
術

が
行
え
る
と
い
う
画
期
的
な
装
置
で
あ
る
。

１
月
21
日
に
は
、
第
１
例
目
に
当
た
る

Ｍ
Ｒ
ガ
イ
ド
下
肝
腫
瘍
マ
イ
ク
ロ
波
凝
固

壊
死
療
法
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
療
法

は
、
世
界
に
先
駆
け
て
本
院
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、
肝
腫
瘍
マ
イ
ク
ロ
波
凝
固
壊
死

療
法
は
治
療
法
と
し
て
は
す
で
に
確
立
さ

れ
た
手
技
で
あ
る
が
、
今
回
は
Ｍ
Ｒ
に
よ

る
高
解
像
度
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
画
像
を
見

な
が
ら
、
最
小
の
侵
襲
で
正
確
に
治
療
を

行
う
と
い
う
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
は
超
音

波
ガ
イ
ド
が
主
流
で

あ
っ
た
が
、
超
音
波

が
届
き
に
く
い
骨
の

裏
側
や
深
部
の
疾
患

部
位
な
ど
の
画
像
ガ

イ
ド
に
も
利
用
で
き

る
ほ
か
、
マ
イ
ク
ロ

波
照
射
中
の
温
度
分

布
を
見
な
が
ら
治
療
の
効
果
も
判
定
で
き

る
な
ど
、
よ
り
安
全
・
確
実
に
治
療
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
１
月
25
日
に
は
、
本
院
か
ら
第
１

回
目
の
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｓ
―

Ｕ
Ｈ
（
大
学
病
院

衛
星
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
）
の
放
送
が
行
わ
れ
、
開
局
記
念
番
組

と
し
て
「
Ｍ
Ｒ
画
像
ガ
イ
ド
下
に
お
け
る

低
侵
襲
治
療
法
」
と
題
し
て
、
は
じ
め
の

２
例
の
治
療
の
様
子
が
全
国
の
大
学
病
院

に
向
け
て
紹
介
さ
れ
た
。

現
在
、
脳
や
骨
盤
腔
と
い
っ
た
超
音
波

の
適
用
が
困
難
な
病
変
へ
の
応
用
な
ど
、

多
数
の
診
療
科
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

診
断
や
治
療
に
利
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
患

者
さ
ん
へ
の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
、
よ

り
安
全
・
確
実
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

温
度
画
像
情
報
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
表
示

や
、
手
術
や
検
査
の
た
め
の
器
具
や
周
辺

機
器
の
一
層
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

脳腫瘍生検術
脳腫瘍（白い部分）に
生検針が刺入されて

いる。

肝腫瘍マイクロ波凝固壊死療法
肝腫瘍（円形の白い部分）に
穿刺針（黒く抜けている部分）
が向かっている。

ＭＲ温度画像
骨盤腔内腫瘍マイクロ波凝固壊死療法直後の温度画像。マイクロ波の電極（黒
い部分、左図）を通して凝固壊死療法を行った温度変化をカラー表示でＭＲ画
像に重ね合せてある（右図）。

手術風景２
リアルタイム画像を液晶
パネルでモニターしながら
肝腫瘍を穿刺している。
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治療法 疾患 例数 うち全身麻酔�

マイクロ波凝固壊死療法 肝腫瘍 ９ ３�

 骨盤腫瘍 １ １�

生検 脳腫瘍 ２ ２�

 胸壁腫瘍 ２�

 鼠径部腫瘍 １�

エタノール注入 肝腫瘍 １�

 腎のう胞 １�

声帯内転術 反回神経麻痺 １�

合計  １８ ６�

◎稼働状況一覧�

�

手術風景１
清潔なリネンを術野とマグネットの

内側に貼り付けている。


